
 

科目名： 構造力学Ⅰa 
英文名： Structural Mechanics Ⅰa 

担当者： 立神靖久 開講年度： 202１年度(令和 3 年度) 

実務経験の内容：自治体職員として、建築確認申請の建

築構造審査に携わる。 

アクティブ・ラーニングの形態： 該当なし 

ICT を活用したアクティブ・ラーニング： 該当あり 

工学科： 総合システム 学年： 3 開講期： 前期     コース： 都市環境 

科目種別： 必修 単位数： 1 授業形態： 講義 単位の種別： 履修 

授業計画の内容及び授業時間外学修の内容(時間) 授 業 概 要 
              「授業タイトル」 

第 １週 力の合成と分解(1) 

      [予習内容]：力の和について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第 ２週 力の合成と分解(2) 

      [予習内容]：力の分解について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第 ３週 力の合成と分解(3) 

      [予習内容]：距離の考え方について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第 ４週 力の合成と分解(4) 

      [予習内容]：偶力のモーメントについて調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第 ５週 力の合成と分解(5) 

      [予習内容]：分布する力について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第 ６週 力の合成と分解(6) 

      [予習内容]：力の釣り合いについて調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第 ７週 静定構造物の支点反力(1) 

      [予習内容]：単純梁（集中荷重）について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第 ８週 静定構造物の支点反力(2) 

      [予習内容]：単純梁（分布荷重）について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第 ９週 静定構造物の支点反力(3) 

      [予習内容]：単純梁（ﾓｰﾒﾝﾄ荷重）について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第１０週 静定構造物の支点反力(4) 

      [予習内容]：片持梁（集中荷重）について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第１１週 静定構造物の支点反力(5) 

      [予習内容]：片持梁（分布荷重）について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第１２週 静定構造物の支点反力(6) 

      [予習内容]：片持梁（ﾓｰﾒﾝﾄ荷重）について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第１３週 静定構造物の支点反力(7) 

      [予習内容]：単純ﾗｰﾒﾝ（集中荷重）について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第１４週 静定構造物の支点反力(8) 

      [予習内容]：単純ﾗｰﾒﾝ（分布荷重）について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第１５週 静定構造物の支点反力(9) 

      [予習内容]：ﾋﾝｼﾞのあるﾗｰﾒﾝについて調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

定期試験 

第 1 回から第 15 回までの講義内容について筆記試験を行う。 

（試験時間 50 分） 

 

■授業概要・方法等  

 力および力の釣り合い式に重点を置き、梁にかかる力関係（軸力、せん

断力、曲げモーメント）を学習します。 

実務経験をもとに、上記の内容について解説します。 

■使用言語 

 日本語 

■学習・教育目標および到達目標 

 受講者は、この授業を履修することによって、 

1. （Ｂ -G1)構造力学で用いる専門用語の意味を理解する。 

2. （Ｂ -G1)力の合成分解の計算方法を理解する。 

ことができるようになります。 

この科目の履修は、本校総合システム工学科の定めるディプロマポリシー

Ｂの達成に関与しています。 

■試験・課題に対するフィードバック方法 

試験終了後に、模範解答の提示と学生の試験開示を個別に行う。授業

中の課題は、授業時間内に解説を行う。 

■教科書  

「構造力学 静定・不静定を学ぶ」 浅野清昭著 学芸出版社 ISBN：

978-4-7615-2523-1 

■参考文献  

なし（必要時に情報提供する。） 

■関連科目  

構造力学Ⅱa、b（4 年生）、構造力学Ⅲa、b（5 年生）、建築構造設計 a、

b（5 年生） 

■成績評価方法および基準  

種類：定期試験（2 回） 方式：記述式 

定期考査成績：定期試験の点数のみで評価します。  

最終成績：中間考査成績と期末考査成績の平均点とします。 

90 点以上「秀」ＧＰ「４」、80 点以上～90 点未満「優」ＧＰ「３」、70 点以上

～80 点未満「良」ＧＰ「２」、60 点以上～70 点未満「可」ＧＰ「１」、60 点未満

「不可」ＧＰ「０」とします。ただし、再試験に合格し 60 点以上あると認められ

る場合は、合格(素点)「可」ＧＰ「０」とします。 

■授業時間外に必要な学修：準備学習(予習・復習等) 

授業で学んだ構法がどのような場合に用いられているのか関心を持っ

ておくこと。教科書等を読み直し・計算の予習や復習を行い、授業内容に

ついて理解すること。これらの予習・復習を行うことにより、知識の定着化を

図ります。 

10 月に「学修時間に関する調査」を実施します。 

■教員所在場所 本館２階教務部 

■授業評価アンケート実施方法 

 10 月に Web にてアンケートを実施します。 

■メールアドレス tatsukami@ktc.ac.jp 

■オフィスアワー 月曜日 12:15～13:00 

 

 

 
 
 



 

科目名： 構造力学Ⅰb 
英文名： Structural Mechanics Ⅰb 

担当者： 立神靖久 開講年度： 202１年度(令和 3 年度) 

実務経験の内容：自治体職員として、建築確認申請の建

築構造審査に携わる。 

アクティブ・ラーニングの形態： 該当なし 

ICT を活用したアクティブ・ラーニング： 該当あり 

工学科： 総合システム 学年： 3 開講期： 後期     コース： 都市環境 

科目種別： 必修 単位数： 1 授業形態： 講義 単位の種別： 履修 

授業計画の内容及び授業時間外学修の内容(時間) 授 業 概 要 
              「授業タイトル」 

第 １週  梁・ラーメン部材に生じる力(1) 

      [予習内容]：曲げﾓｰﾒﾝﾄについて調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第 ２週  梁・ラーメン部材に生じる力(2) 

      [予習内容]：せん弾力について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第 ３週 梁・ラーメン部材に生じる力(3) 

      [予習内容]：軸方向力について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第 ４週 梁・ラーメン部材に生じる力(4)」 

      [予習内容]：単純梁（集中荷重）について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第 ５週 梁・ラーメン部材に生じる力(5) 

      [予習内容]：単純梁（分布荷重）について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第 ６週 梁・ラーメン部材に生じる力(6) 

      [予習内容]：単純梁（ﾓｰﾒﾝﾄ荷重）について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第 ７週 梁・ラーメン部材に生じる力(7) 

      [予習内容]：片持梁（集中荷重）について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第 ８週 梁・ラーメン部材に生じる力(8) 

      [予習内容]：片持梁（分布荷重）について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第 ９週 梁・ラーメン部材に生じる力(9) 

      [予習内容]：片持梁（ﾓｰﾒﾝﾄ荷重）について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第１０週  梁・ラーメン部材に生じる力(10) 

      [予習内容]：単純ﾗｰﾒﾝ（集中荷重）について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第１１週 梁・ラーメン部材に生じる力(11) 

      [予習内容]：単純ﾗｰﾒﾝ（分布荷重）について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第１２週 梁・ラーメン部材に生じる力(12) 

      [予習内容]：ﾋﾝｼﾞのあるﾗｰﾒﾝについて調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第１３週 梁・ラーメン部材に生じる力(13) 

      [予習内容]：ﾋﾝｼﾞのあるﾗｰﾒﾝについて調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第１４週 梁・ラーメン部材に生じる力(14) 

      [予習内容]：曲げとせん断の関係について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

第１５週 梁・ラーメン部材に生じる力(15) 

      [予習内容]：重ね合わせの原理について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業で行った練習問題を復習すること（30 分） 

定期試験 

第 1 回から第 15 回までの講義内容について筆記試験を行う。 

（試験時間 50 分） 

 

■授業概要・方法等  

 力および力の釣り合い式に重点を置き、梁にかかる力関係（軸力、せん

断力、曲げモーメント）を学習します。 

実務経験をもとに、上記の内容について解説します。 

■使用言語 

 日本語 

■学習・教育目標および到達目標 

 受講者は、この授業を履修することによって、 

1. （Ｂ -G1)構造力学で用いる専門用語の意味を理解する。 

2. （Ｂ -G1)力の合成分解の計算方法を理解する。 

ことができるようになります。 

この科目の履修は、本校総合システム工学科の定めるディプロマポリシー

Ｂの達成に関与しています。 

■試験・課題に対するフィードバック方法 

試験終了後に、模範解答の提示と学生の試験開示を個別に行う。授業

中の課題は、授業時間内に解説を行う。 

■教科書  

「構造力学 静定・不静定を学ぶ」 浅野清昭著 学芸出版社 ISBN：

978-4-7615-2523-1 

■参考文献  

なし（必要時に情報提供する。） 

■関連科目  

構造力学Ⅱa、b（4 年生）、構造力学Ⅲa、b（5 年生）、建築構造設計 a、b

（5 年生） 

■成績評価方法および基準 

種類：定期試験（2 回） 方式：記述式 

定期考査成績：定期試験の点数のみで評価します。  

最終成績：中間考査成績と期末考査成績の平均点とします。 

90 点以上「秀」ＧＰ「４」、80 点以上～90 点未満「優」ＧＰ「３」、70 点以上～

80 点未満「良」ＧＰ「２」、60 点以上～70 点未満「可」ＧＰ「１」、60 点未満

「不可」ＧＰ「０」とします。ただし、再試験に合格し 60 点以上あると認められ

る場合は、合格(素点)「可」ＧＰ「０」とします。 

■授業時間外に必要な学修：準備学習(予習・復習等) 

授業で学んだ構法がどのような場合に用いられているのか関心を持っ

ておくこと。教科書等を読み直し・計算の予習や復習を行い、授業内容に

ついて理解すること。これらの予習・復習を行うことにより、知識の定着化を

図ります。 

10 月に「学修時間に関する調査」を実施します。 

■教員所在場所  

本館２階教務部 

■授業評価アンケート実施方法 

 10 月に Web にてアンケートを実施します。 

■メールアドレス tatsukami@ktc.ac.jp 

■オフィスアワー 月曜日 12:15～13:00 

 

 

 
 
 



科目名： 測量実習Ⅰ 

英文名： Surveying Practice Ⅰ 

担当者： 中平恭之 米田耕士 開講年度： 2021 年度(令和 3 年度) 

実務経験の内容：土木技術者として建設会社に勤務。設

計、施工、調査、分析業務を担当。 

アクティブ・ラーニングの形態： 該当なし 

ICT を活用したアクティブ・ラーニング： 該当なし 

工学科： 総合システム 学年： ３ 開講期： 通年 コース： 都市環境 

科目種別： 必修 単位数： ３ 授業形態： 実習 単位の種別： 履修 

授業計画の内容及び授業時間外学修の内容(時間) 授 業 概 要 
              「授業タイトル」 

第 １週 講義内容の説明、トラバース測量の概要 

第 ２週 トラバース測量に用いる測量器械操作方法 

第 ３週 踏査・選点 

第 ４週 トラバースの角測量（１） 

第 ５週 トラバースの角測量（２） 

第 ６週 各杭の点間距離測量（１） 

第 ７週 各杭の点間距離測量（２） 

第 ８週 実測角の点検および調整計算（１） 

第 ９週 実測角の点検および調整計算（２） 

第１０週 実測角の点検および調整計算（３） 

第１１週 各測線の方位角・方位の計算（１） 

第１２週 各測線の方位角・方位の計算（２） 

第１３週 各測線の緯距・経距の計算（１） 

第１４週 各測線の緯距・経距の計算（２） 

第１５週 閉合比・閉合誤差の算出 

第１６週 閉合誤差の配分計算 

第１７週 調整緯距・経距の計算 

第１８週 合緯距・合経距および倍面積の計算 

第１９週 トラバース測量図面の作成、成果品提出 

第２０週 水準測量の説明と測量器械操作方法 

第２１週 縦断測量 

第２２週 横断測量（１） 

第２３週 横断測量（２） 

第２４週 直接水準測量の誤差と精度の算出 

第２５週 縦横断測量の計算書の作成 

第２６週 縦断図の作成（１） 

第２７週 縦断図の作成（２） 

第２８週 横断図の作成（１） 

第２９週 横断図の作成（２） 

第３０週 平板測量 

 

各班に分かれて実習を行うため、班ごとに進捗状況が異なる。そのた

め、各班の進捗状況に応じた、予習・復習が必要である。実習前日まで

に、その日に行う測量業務の予習が必要である。また、計算のチェックを

兼ねた実習の復習、再測業務が必要である。 

各週の予習・復習内容 

 [予習内容]：その日に行う測量業務について調べること(60 分) 

 [復習内容]：計算のチェック、再測を行い、理解すること（30 分） 

■授業概要・方法等  

  測量実習では、測量学の講義で学んだ知識を踏まえて実習を行い，測

量機器の性能，取り扱い方法，測量方法，データ処理の方法などを習得し

ます。 

実務経験をもとに、上記の内容について解説します。 

■使用言語 

 日本語 

■学習・教育目標および到達目標 

 受講者は、この授業を履修することによって、 

1.（B-G1）各種測量機器を操作する。  

2.（B-G1）現地での測量の応用方法や実際の測設ができる。  

3.（B-G1）トラバース測量図面や計算書を作成する。  

4.（B-G1）水準測量図面や計算書を作成する。 

ことができるようになります。 

この科目の履修は、本校総合システム工学科の定めるディプロマポリシー

Ｂの達成に関与しています。 

■試験・課題に対するフィードバック方法 

成果品提出後に、成果品の評価開示を個々に行う。 

■教科書    

なし（必要時にプリントを配布） 

■参考文献  

「基礎シリーズ基本測量」 山之内繁夫、五百蔵 粂編修、実教出版  

\1,600＋税 (2003) ISBN：978-4-407-03164-5 

■関連科目  

測量学Ⅰ（3 年生） 

■成績評価方法および基準 

種類： 成果品提出（年 2 回） 

定期考査成績：提出された成果品により評価（100%）します。 

最終成績：年 2 回の定期考査成績の平均点とします。 

90 点以上「秀」ＧＰ「４」、80 点以上～90 点未満「優」ＧＰ「３」、70 点以上～

80 点未満「良」ＧＰ「２」、60 点以上～70 点未満「可」ＧＰ「１」、60 点未満

「不可」ＧＰ「０」とします。ただし、再試験に合格し 60 点以上あると認められ

る場合は、合格(素点)「可」ＧＰ「０」とします。 

■授業時間外に必要な学修：準備学習(予習・復習等) 

各班の進捗状況に応じた、予習・復習が必要である。実習前日までに、

その日に行う測量業務の予習が必要である。また、計算のチェックを兼ね

た実習の復習が必要である。  

2 月に「学修時間に関する調査」を実施します。 

■教員所在場所 

中平恭之：4 号館 2 階都市環境コース教員室、米田耕士：4 号館 2 階都

市環境コース教員室 

■授業評価アンケート実施方法 

2 月に Web にてアンケートを実施します。 

■メールアドレス 

nakahira@ktc.ac.jp 

■オフィスアワー 

火曜日と水曜日（12 時 15 分～12 時 55 分） 

 



科目名： 測量学 I 
英文名： Surveying I 

担当者： 安井 宣仁 開講年度： 2021 年度(令和 3 年度) 

実務経験の内容：土木技術者として官公庁の研究所にて

研究者として従事。上下水道に関連する施設の設備等に

携わる。 

アクティブ・ラーニングの形態： 該当なし 

ICT を活用したアクティブ・ラーニング： 該当なし 

工学科： 総合システム 学年： 3 開講期： 前期 コース： 都市環境 

科目種別：必修  単位数：2  授業形態： 講義 単位の種別： 履修 

授業計画の内容及び授業時間外学修の内容(時間) 授 業 概 要 
              「授業タイトル」 

第 １週 「講義内容の説明、トラバース測量の方法、距離測量」 

      [予習内容]：トラバース測量の原理について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ２週  「距離測量・トラバース測量（調整内角、方位角の計算）」 

      [予習内容]：外業について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ３週  「トラバース測量（方位・緯距・経距の計算）」 

      [予習内容]：方位、方位角について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ４週  「トラバース測量（閉合比・閉合誤差）」 

      [予習内容]：巻き尺、光波測距儀について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ５週  「トラバース測量（面積の求め方）」  

      [予習内容]：誤差の配分方法について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ６週  「トラバース測量：演習課題と解説」 

      [予習内容]：緯距、経距について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ７週  「第 1 週～第 6 週の総復習（トラバース測量について）」 

      [予習内容]：トラバース測量の精度について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ８週  「答案返却・解説、水準測量について」 

      [予習内容]：比例配分方法について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ９週  「水準測量（昇降式）」 

      [予習内容]：コンパス法則について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１０週  「水準測量（器高式）」 

      [予習内容]：トランシット法則について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１１週  「水準測量（昇降式：環状測量）」 

      [予習内容]：水準測量の使用器械について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１２週  「水準測量：演習課題と解説」  

      [予習内容]：水準測量の原理について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１３週  「交互測量について」 

      [予習内容]：水準測量の精度について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１４週  「測量の誤差」 

      [予習内容]：縦横断測量について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１５週  「スタジア測量の理論と測量方法」 

      [予習内容]：スタジア測量について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

定期試験 

中間：第 1 週～第 7 週に関する内容についての定期試験を実施 

期末：第 8 週～第 15 週に関する内容についての定期試験を実施 

（試験時間：50 分とする） 

■授業概要・方法等  

測量は施設，構造物等の計画および設計の基礎となる情報を得るための

有効な手段です。 このような測量の意義を認識し，測量学では基礎的な

測量技術として、トラバース測量、水準測量、スタジア測量の習得を目指し

ます。 

■使用言語 

日本語 

■学習・教育目標および到達目標 

 受講者は、この授業を履修することによって、 

1. (B-G1)：トラバース測量・水準測量・スタジア測量の理論および特徴、原

理、方法を説明でき、計算手順を示す 

2.（B-G1）：測量の計算手順に従い、適切に各種問題に対して計算する 

ことができるようになります。 

この科目の履修は、本校総合システム工学科の定めるディプロマポリシー

Ｂの達成に関与しています。 

■試験・課題に対するフィードバック方法 

試験終了後に、模範解答と学生の試験開示を個々に行う。課題につい

は、授業中の課題は授業時間内に解答する。 

■教科書  

「基礎シリーズ基本測量」 山之内繁夫、五百蔵 粂編修、実教出

版  \1,600＋税(2003)、ISBN：978-4407031645 

■参考文献  

「基礎数学」 田河 生長（代表）、大日本図書  \1,524＋税 (2001)、

ISBN：978-4477002613 

■関連科目  

測量実習Ⅰ（3 年生） 

■成績評価方法および基準 種類：定期試験(2 回），方式： 記述式 

  中間考査成績：定期試験(80%)、課題レポート(20%) 

  期末考査成績：定期試験（100%） 

  *課題レポートは最大 20%とし、未提出時は 0%とする。 

  最終成績：中間考査成績と期末考査成績の平均点とする。 

90 点以上「秀」ＧＰ「４」、80 点以上～90 点未満「優」ＧＰ「３」、70 点以上

～80 点未満「良」ＧＰ「２」、60 点以上～70 点未満「可」ＧＰ「１」、60 点未満

「不可」ＧＰ「０」とします。ただし、再試験に合格し 60 点以上あると認められ

る場合は、合格(素点)「可」ＧＰ「０」とします。 

再試験の方式：記述式またはレポート課題を課す。 

中間・期末考査ともに評価点が 60 点未満の学生には再試験を実施す

る。再試験受験回数は原則 3 回までとし、再試験で合格点を取得した場

合、本科目の単位を認定する。なお各考査の評価点が 30 点未満の場合

は、別途、レポート課題を課す。レポート課題提出後に再試験の受験が可

能となる。また評価点が 50 点～59 点の学生は、レポート課題を課し、期

日までに提出し、レポート課題合格となった場合は単位を認定する。レポ

ート課題不合格もしくは未提出の場合は、別途記述式の再試験を受験し

合格点を取得後、単位認定とする。 

■授業時間外に必要な学修：準備学習(予習・復習等) 

日頃から、測量がどのような場合に用いられているのか興味を持っておく。

左記に記載した予習や復習を行い、配布プリントや教科書を読み直し、授

業中に行った課題について確認するための再計算を行い、授業内容につ

いて理解すること。このような予習・復習を行うことにより、知識の定着化を

図る。10 月に「学修時間に関する調査」を実施します。 

■教員所在場所  

本館 2 階教務部 もしくは ４号館 1 階水理実験室 

■授業評価アンケート実施方法 

10 月に Web にてアンケートを実施します。 

■メールアドレス  nyasui@ktc.ac.jp 

■オフィスアワー  月曜日（16:00～16:40） 

 
 
 



科目名： 地盤工学Ⅰ 

英文名： Geotechnical Engineering Ⅰ 

担当者： 田口善文 開講年度： 2021 年度(令和 3 年度) 

実務経験の内容：土木技術者として建設会社に勤務。土

木構造物の設計、施工を担当。 

アクティブ・ラーニングの形態： 該当なし 

ICT を活用したアクティブ・ラーニング： 該当なし 

工学科： 総合システム 学年： 3 開講期： 後期    コース： 都市環境 

科目種別： 必修 単位数： 2 授業形態： 講義 単位の種別： 履修 

授業計画の内容及び授業時間外学修の内容(時間) 授 業 概 要 
              「授業タイトル」 

第 １週 ガイダンス、地盤の生成 

      [予習内容]：日本の特殊土の性状について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ２週 土質調査 

      [予習内容]：サウンディング、N 値について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ３週 土の構造と状態の表し方 

      [予習内容]：密度表記の種類について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ４週 土の分類と粒度 

      [予習内容]：粒度、均等係数について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ５週 土のコンシステンシー 

      [予習内容]：コンシステンシーについて調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ６週 土の工学的分類方法 

      [予習内容]：工学的分類方法について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ７週 土の締固めの性質 

      [予習内容]：締固め試験について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ８週 答案返却・解答、土に働く応力 

[予習内容]：有効応力について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ９週 土の自重による地中の応力 

      [予習内容]：土被り圧の計算方法について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１０週 地中の応力の伝わり方  

      [予習内容]：圧力球根について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１１週 荷重による鉛直方向の増加応力 1 

      [予習内容]：ブーシネスクの式について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１２週 荷重による鉛直方向の増加応力 2 

      [予習内容]：等分布荷重概算法について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１３週 基礎の種類、支持力 

      [予習内容]：基礎の種類について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１４週 浅い基礎の支持力 

      [予習内容]：テルツァーギの算定式について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１５週 杭基礎の支持力 

      [予習内容]：杭基礎支持力計算について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

定期試験 

第 1 回から第 15 回までの授業内容について筆記試験を行う。（試験

時間 50 分） 

 

■授業概要・方法等  

 土構造物の設計や建設工事等における土の諸問題を解決するために必

要な基礎知識のうち、土の基本的な性質、地盤内応力、支持力の考え方

について学びます。 

 建設現場での実務経験をもとに、上記の内容について解説します。 

■使用言語 

 日本語 

■学習・教育目標および到達目標 

 受講者は、この授業を履修することによって、 

１．（B-G1）地盤工学で用いる専門用語の意味を説明する。 

２．（B-G1）土の諸量（密度、間隙比、含水比など）の計算を解く。  

３．（B-G1）地盤内応力、支持力に関する計算を解く。  

ことができるようになります。 

この科目の履修は、本校総合システム工学科の定めるディプロマポリシー

Ｂの達成に関与しています。 

■試験・課題に対するフィードバック方法 

授業中に実施する課題は、毎回解説をします。定期試験は定期試験後

に要点と解説をします。 

■教科書 「Ｆirst Stage シリーズ土質力学概論」 岡二三生、白土博通、

細田尚 実教出版 ISBN9784407339307 

■参考文献 「絵とき土質力学」 粟津清蔵 オーム社

ISBN9784274102547 

■関連科目 地盤工学Ⅱ 

■成績評価方法および基準 

種類：定期試験（2 回）、課題提出 方式： 記述式 

定期考査成績：定期試験(80％)、課題（20％）として評価します。 

最終成績：定期考査成績の平均とします。 

90 点以上「秀」ＧＰ「４」、80 点以上～90 点未満「優」ＧＰ「３」、70 点以上～

80 点未満「良」ＧＰ「２」、60 点以上～70 点未満「可」ＧＰ「１」、60 点未満

「不可」ＧＰ「０」とします。ただし、再試験に合格し 60 点以上あると認められ

る場合は、合格(素点)「可」ＧＰ「０」とします。 

■授業時間外に必要な学修：準備学習(予習・復習等) 

左記に記載した予習・復習に取り組み、グーグルクラスルームで確認し

ます。 

2 月に「学修時間に関する調査」を実施します。 

■教員所在場所 本館 2 階 企画広報部 

■授業評価アンケート実施方法 

2 月に Web にてアンケートを実施します。 

■メールアドレス taguchi@ktc.ac.jp    

■オフィスアワー 木曜日(16：15～17：00) 

 

 

 
 
 



 

科目名： 建設材料学 a 
英文名： Materials of Construction a 

担当者： 立神靖久 開講年度： 202１年度(令和 3 年度) 

実務経験の内容：該当なし 
アクティブ・ラーニングの形態： 該当なし 

ICT を活用したアクティブ・ラーニング： 該当あり 

工学科： 総合システム 学年： 3 開講期： 前期     コース： 都市環境 

科目種別： 必修 単位数： 1 授業形態： 講義 単位の種別： 履修 

授業計画の内容及び授業時間外学修の内容(時間) 授 業 概 要 
              「授業タイトル」 

第 １週 緒論 

      [予習内容]：建設材料の分類について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第 ２週 建設材料の基本的性質・力学的性質 

      [予習内容]：強さ・応力・ひずみについて調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第 ３週 物理的性質 

      [予習内容]：熱・音に関する性質について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第 ４週 高分子材料・合成樹脂 

      [予習内容]：高分子材料の種類について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第 ５週 合成ゴム・合成繊維・複合材料 

      [予習内容]：合成繊維について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第 ６週 アスファルト・製造方法 

      [予習内容]：アスファルトの分類について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第 ７週 アスファルトの諸性質・アスファルト混合物の種類 

      [予習内容]：アスファルトの特性について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第 ８週 演習 

      [予習内容]：第 1～7 週の復習を行うこと(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第 ９週 答案返却・説明・複合材料 

      [予習内容]：複合材料の性質について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第１０週  金属材料・鉄金属（１） 

      [予習内容]：鋼材の製造方法について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第１１週 鉄金属（２） 

      [予習内容]：鋼材の種類について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第１２週 鉄金属（３） 

      [予習内容]：鋼材の性質について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第１３週 非鉄金属料（１） 

      [予習内容]：非鉄金属の種類について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第１４週 非鉄金属料（２） 

      [予習内容]：非鉄金属の性質について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第１５週 演習 

      [予習内容]：第 9～14 週の復習を行うこと(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

定期試験 

第 1 回から第 15 回までの講義内容について筆記試験を行う。 

（試験時間 50 分） 

 

■授業概要・方法等  

 建設工事に使用される各種材料の性質や用途などについて基本的なこ

とを習得します。 

■使用言語 

 日本語 

■学習・教育目標および到達目標 

 受講者は、この授業を履修することによって、 

1. （Ｂ－G１）建設材料の力学的・物理的性質を理解する。 

2. （Ｂ－G１）金属材料の種類、基本的性質を理解する。 

ことができるようになります。 

この科目の履修は、本校総合システム工学科の定めるディプロマポリシー

Ｂの達成に関与しています。 

■試験・課題に対するフィードバック方法 

試験終了後に、模範解答の提示と学生の試験開示を個別に行います。

授業中の課題は、授業時間内に解説を行います。 

■教科書  

「建設材料」 中嶋 清実他２名 コロナ社 

ISBN：978-4-339-05508-5 

■参考文献  

なし（必要時に資料提供します。） 

■関連科目  

コンクリート構造学Ⅰ（4 年生）、コンクリート構造学Ⅱ（5 年生）、地盤工

学Ⅰ（3 年生）、地盤工学Ⅱa、b（4 年生） 

■成績評価方法および基準 

種類：定期試験（2 回） 方式：記述式 

定期考査成績：定期試験の点数のみで評価します。  

最終成績：中間考査成績と期末考査成績の平均点とします。 

90 点以上「秀」ＧＰ「４」、80 点以上～90 点未満「優」ＧＰ「３」、70 点以上～

80 点未満「良」ＧＰ「２」、60 点以上～70 点未満「可」ＧＰ「１」、60 点未満

「不可」ＧＰ「０」とします。ただし、再試験に合格し 60 点以上あると認められ

る場合は、合格(素点)「可」ＧＰ「０」とします。 

■授業時間外に必要な学修：準備学習(予習・復習等) 

授業で学んだ構法がどのような場合に用いられているのか関心を持っ

ておくこと。教科書等を読み直し・計算の予習や復習を行い、授業内容に

ついて理解すること。これらの予習・復習を行うことにより、知識の定着化を

図ります。 

10 月に「学修時間に関する調査」を実施します。 

■教員所在場所  

本館２階教務部 

■授業評価アンケート実施方法 

 10 月に Web にてアンケートを実施します。 

■メールアドレス tatsukami@ktc.ac.jp 

■オフィスアワー 月曜日 12:15～13:00 

 

 

 
 
 



 

科目名： 建設材料学 b 
英文名： Materials of Construction b 

担当者： 立神靖久 開講年度： 202１年度(令和 3 年度) 

実務経験の内容：該当なし 
アクティブ・ラーニングの形態： 該当なし 

ICT を活用したアクティブ・ラーニング： 該当あり 

工学科： 総合システム 学年： 3 開講期： 後期     コース： 都市環境 

科目種別： 必修 単位数： 1 授業形態： 講義 単位の種別： 履修 

授業計画の内容及び授業時間外学修の内容(時間) 授 業 概 要 
              「授業タイトル」 

第 １週 答案返却・説明・コンクリート用材料・セメント 

      [予習内容]：セメントの種類について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第 ２週 骨材および水（1） 

      [予習内容]：骨材の一般的性質について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第 ３週 骨材および水（2） 

      [予習内容]：骨材の性質について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第 ４週 骨材および水（3） 

      [予習内容]：骨材の特徴について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第 ５週 混和材量 

      [予習内容]：混和材料について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第 ６週 アスファルト・コンクリート・フレッシュコンクリート 

      [予習内容]：フレッシュコンクリートの性質について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第 ７週 コンクリートの打ち込み 

      [予習内容]：練り混ぜについて調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第 ８週 演習 

      [予習内容]：第 1～7 週の復習を行うこと(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第 ９週 答案返却・説明・配合設計（1） 

      [予習内容]：配合の表し方について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第１０週 配合設計（2） 

      [予習内容]：試験配合の決定について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第１１週 硬化コンクリート（1） 

      [予習内容]：圧縮強度について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第１２週 硬化コンクリート（2） 

      [予習内容]：圧縮強度以外の強度について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第１３週 各種コンクリート 

      [予習内容]：コンクリートの種類について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第１４週 環境と建設材料 

      [予習内容]：建設副産物の再利用について調べること(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

第１５週 演習 

      [予習内容]：第 9～14 週の復習を行うこと(60 分) 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解を深めること（30 分） 

定期試験 

第 1 回から第 15 回までの講義内容について筆記試験を行う。 

（試験時間 50 分） 

 

■授業概要・方法等  

 建設工事に使用される各種材料の性質や用途などについて基本的なこ

とを習得します。 

■使用言語 

 日本語 

■学習・教育目標および到達目標 

 受講者は、この授業を履修することによって、 

1. （Ｂ－G１）建設材料の力学的・物理的性質を理解する。 

2. （Ｂ－G１）金属材料の種類、基本的性質を理解する。 

ことができるようになります。 

この科目の履修は、本校総合システム工学科の定めるディプロマポリシー

Ｂの達成に関与しています。 

■試験・課題に対するフィードバック方法 

試験終了後に、模範解答の提示と学生の試験開示を個別に行います。

授業中の課題は、授業時間内に解説を行います。 

■教科書  

「建設材料」 中嶋 清実他２名 コロナ社 

ISBN：978-4-339-05508-5 

■参考文献  

なし（必要時に資料提供します。） 

■関連科目  

コンクリート構造学Ⅰ（4 年生）、コンクリート構造学Ⅱ（5 年生）、地盤工

学Ⅰ（3 年生）、地盤工学Ⅱa、b（4 年生） 

■成績評価方法および基準 種類：定期試験（ 回），方式：  

種類：定期試験（2 回） 方式：記述式 

定期考査成績：定期試験の点数のみで評価します。  

最終成績：中間考査成績と期末考査成績の平均点とします。 

90 点以上「秀」ＧＰ「４」、80 点以上～90 点未満「優」ＧＰ「３」、70 点以上～

80 点未満「良」ＧＰ「２」、60 点以上～70 点未満「可」ＧＰ「１」、60 点未満

「不可」ＧＰ「０」とします。ただし、再試験に合格し 60 点以上あると認められ

る場合は、合格(素点)「可」ＧＰ「０」とします。 

■授業時間外に必要な学修：準備学習(予習・復習等) 

授業で学んだ構法がどのような場合に用いられているのか関心を持っ

ておくこと。教科書等を読み直し・計算の予習や復習を行い、授業内容に

ついて理解すること。これらの予習・復習を行うことにより、知識の定着化を

図ります。 

10 月に「学修時間に関する調査」を実施します。 

■教員所在場所  

本館２階教務部 

■授業評価アンケート実施方法 

 10 月に Web にてアンケートを実施します。 

■メールアドレス tatsukami@ktc.ac.jp 

■オフィスアワー 月曜日 12:15～13:00 

 

 

 
 
 



科目名： 建設・建築製図 

英文名： Design of Structure 

担当者： 尾形 雅則、松岡 良智 開講年度： 2021 年度(令和 3 年度) 

実務経験の内容：該当なし 
アクティブ・ラーニングの形態：該当なし 

ICT を活用したアクティブ・ラーニング：該当なし 

工学科：総合システム 学年： 3    開講期： 通年 コース： 都市環境 

科目種別： 必修 単位数： 3 授業形態： 演習 単位の種別： 履修 

授業計画の内容及び授業時間外学修の内容(時間) 授 業 概 要 
              「授業タイトル」 

（土木系） 

第 １週 ガイダンス・製図について 

第 ２週 線の練習(1) 

第 ３週 線の練習(2) 【課題①：線の練習】 

第 ４週 文字の練習 (1) 【課題②：文字の練習】 

第 ５週 平面図のかき方(1)  【課題③：正多角形の作図】 

第 ６週 平面図のかき方(2)  （正多角形の作図（製図）） 

第 ７週 投影図のかき方 (1) 【課題④：等角図の練習】 

第 ８週 投影図のかき方（2）（等角図の練習（製図）） 

第 ９週 断面および寸法 【課題⑤：U 形側溝の作図】 

第１０週 U 形側溝の作図（製図） 

第１１週 図面の作図手順 【課題⑥：下水管渠敷設断面図】 

第１２週 下水管渠敷設断面図 ➀（製図） 

第１３週 下水管渠敷設断面図 ②（製図） 

第１４週 下水管渠敷設断面図 ③（製図） 

第１５週 下水管渠敷設断面図 ④（製図） 

第１６週  RC 単純床版橋➀ (製図) 【課題⑦：RC 単純床版橋】 

第１７週  RC 単純床版橋② (製図) 

第１８週  RC 単純床版橋③ (製図) 

第１９週  RC 単純床版橋④ (製図) 

第２０週  道路設計図➀ （製図） 【課題⑧：道路設計図】 

第２１週  道路設計図② （製図） 

第２２週  道路設計図③ （製図） 

第２３週  道路設計図④ （製図） 

第２４週  課題講評 

第２５週 CAD 製図➀ 概要説明と使い方 

第２６週 CAD 製図② 基本作図の練習 

第２７週 CAD 製図③ RC 単純床版橋➀ (CAD 製図) 

第２８週 CAD 製図④ RC 単純床版橋② (CAD 製図) 

第２９週 CAD 製図⑤ RC 単純床版橋③ (CAD 製図) 

第３０週 CAD 製図⑥ RC 単純床版橋④ (CAD 製図) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■授業概要・方法等 

建設製図に関する諸規約および建設製図に関する基礎的な知識と技

術を理解し、建設物の製図の基本を習得します。 

■使用言語 

 日本語 

■学習・教育目標および到達目標 

 受講者は、この授業を履修することによって 

1.(B-Ｇ1)基本的な製図規則を理解し、正確で見易い線や文字を描ける

ように製図の基礎的知識・技術を修得する。 

2. (B-Ｇ1)都市環境製図の基礎的知識・技術を修得する。 

3. (B-Ｇ1)建築製図の基礎的知識・技術を修得する。 

ことができるようになります。 

この科目の履修は、本校総合システム工学科の定めるディプロマポリシ

ーＢの達成に関与しています。 

■試験・課題に対するフィードバック方法 

 課題提出時の授業時間内に、個々に作品を講評します。 

■教科書  

（土木系）「土木製図」、藤野陽三、実教出版 ISBN: 978-4407202397 

（建築系）「初めての建築製図」、建築のテキスト編集委員会、学芸出版

社、ISBN: 978-4761523985 

及び適時プリント配布 

■参考文献  

特になし 

■関連科目  

 測量学Ⅰ（3 年生）、測量学Ⅱ（4 年生）、測量実習Ⅰ（3 年生）、測量実

習Ⅱ（4 年生）、造形デザイン演習Ⅰ（3 年生）、造形デザイン演習Ⅱ（4

年生） 

■成績評価方法および基準  

種類：課題（図面）提出 

最終成績： 課題図面成果品（80%）、授業への取組態度(20%) 

       *提出遅れは最大 20%の減点とする。 

         *課題未提出が 1 課題でもある場合は「不可」 

              （単位不認定とする） 

 90 点以上「秀」、80 点以上～90 点未満「優」、70 点以上～80 点未満

「良」、60 点以上～70 点未満「可」、60 点未満「不可」 

■授業時間外に必要な学修：準備学習(予習・復習等) 

実際の建設構造物を見ることにより、図面でどのように表示されているか

を考えることにより、製図の基礎を理解する。 

2 月に学修時間に関する調査を実施します。 

■教員所在場所  

  松岡：本館 2 階入試部、尾形：図書館 2 階都市環境教員室 

■授業評価アンケート実施方法  

2 月に Web にてアンケートを実施します。  

■メールアドレス 

  松岡：matsuoka@ktc.acjp、尾形： oao-mky@e-net.or.jp 

■オフィスアワー 

 松岡：月～金曜日 12:15～13：00、尾形：水曜日 12:15～13:00 

 

 

 

 

 



科目名： 建設・建築製図 

英文名： Design of Structure 

担当者： 尾形 雅則、松岡 良智 開講年度： 2021 年度(令和 3 年度) 

実務経験の内容：該当なし 
アクティブ・ラーニングの形態：該当なし 

ICT を活用したアクティブ・ラーニング：該当なし 

工学科：総合システム 学年： 3 開講期：通年 コース： 都市環境(建築系) 

科目種別：必修 単位数： 3 授業形態： 演習 単位の種別： 履修 

授業計画の内容及び授業時間外学修の内容(時間) 授 業 概 要 
              「授業タイトル」 

（建築系） 

第 １週 ガイダンス 

第 ２週 建築製図の線および文字の書き方の練習 

第 ３週 建築製図の線および文字の書き方の練習 

第 ４週 建築製図の線および文字の書き方の練習  提出 

第 ５週 鉄筋コンクリート造集会場図面 （平面図） 

第 ６週 鉄筋コンクリート造集会場図面 （平面図） 

第 ７週 鉄筋コンクリート造集会場図面 （平面図） 

第 ８週 鉄筋コンクリート造集会場図面 （平面図） 

第 ９週 鉄筋コンクリート造集会場図面 （平面図） 

第１０週 鉄筋コンクリート造集会場図面 （平面図） 

第１１週 鉄筋コンクリート造集会場図面 （平面図） 

第１２週 鉄筋コンクリート造集会場図面 （平面図） 

第１３週 鉄筋コンクリート造集会場図面 （平面図）  提出 

第１４週 課題返還・講評 小テスト（縮尺テスト） 

第１５週 部分詳細図の描き方(建具） 

第１６週 部分詳細図の描き方(建具）  提出   

第１７週 課題返還・講評  部分詳細図の描き方(階段）  

第１８週 部分詳細図の描き方(階段） 

第１９週 部分詳細図の描き方(階段）  提出 

第２０週 課題返還・講評  木造住宅図面 （平面図，断面図） 

第２１週 木造住宅図面 （平面図，断面図） 

第２２週 木造住宅図面 （平面図，断面図） 

第２３週 木造住宅図面 （平面図，断面図） 

第２４週 木造住宅図面 （平面図，断面図） 

第２５週 木造住宅図面 （平面図，断面図） 

第２６週 木造住宅図面 （平面図，断面図） 

第２７週 木造住宅図面 （平面図，断面図）  提出 

第２８週 課題返還・講評  小テスト（作図スピードテスト） 

第２９週 小テスト（作図スピードテスト） 

第３０週 木造とＲＣ造の建築製図の総括と４年生の授業予告 

 

各週の予習・復習内容 

 [予習内容]：その日に行う授業内容について調べること(60 分) 

 [復習内容]：授業内容の再復習し、課題がある場合は課題を進める

（30 分） 

■授業概要・方法等 

建設製図に関する諸規約および建設製図に関する基礎的な知識と技

術を理解し、建設物の製図の基本を習得します。 

■使用言語 

 日本語 

■学習・教育目標および到達目標 

 受講者は、この授業を履修することによって 

1.(B-Ｇ1)基本的な製図規則を理解し、正確で見易い線や文字を描ける

ように製図の基礎的知識・技術を修得する。 

2. (B-Ｇ1)都市環境製図の基礎的知識・技術を修得する。 

3. (B-Ｇ1)建築製図の基礎的知識・技術を修得する。 

ことができるようになります。 

 

■試験・課題に対するフィードバック方法 

 課題提出時の授業時間内に、個々に作品を講評します。 

■教科書  

（土木系）「土木製図」、藤野陽三、実教出版 ISBN: 978-4407202397 

（建築系）「初めての建築製図」、建築のテキスト編集委員会、学芸出版

社、ISBN: 978-4761523985 

及び適時プリント配布 

■参考文献  

特になし 

■関連科目  

 測量学Ⅰ（3 年生）、測量学Ⅱ（4 年生）、測量実習Ⅰ（3 年生）、測量実

習Ⅱ（4 年生）、造形デザイン演習Ⅰ（3 年生）、造形デザイン演習Ⅱ（4

年生） 

■成績評価方法および基準  

種類：課題（図面）提出 

最終成績： 課題図面成果品（80%）、授業への取組態度(20%) 

       *提出遅れは最大 20%の減点とする。 

         *課題未提出が 1 課題でもある場合は「不可」 

              （単位不認定とする） 

 90 点以上「秀」、80 点以上～90 点未満「優」、70 点以上～80 点未満

「良」、60 点以上～70 点未満「可」、60 点未満「不可」 

■授業時間外に必要な学修：準備学習(予習・復習等) 

実際の建設構造物を見ることにより、図面でどのように表示されているか

を考えることにより、製図の基礎を理解する。 

2 月に学修時間に関する調査を実施します。 

■教員所在場所  

  松岡：本館 2 階入試部、尾形：図書館 2 階都市環境教員室 

■授業評価アンケート実施方法  

2 月に Web にてアンケートを実施します。 

■メールアドレス 

  松岡：matsuoka@ktc.acjp、尾形： oao-mky@e-net.or.jp 

■オフィスアワー 

 松岡：月～金曜日 12:15～13：00、尾形：水曜日 12:15～13:00 

 

 

 
 
 



科目名： 水理学 Ia 

英文名： Hydraulics Ⅰa 

担当者： 安井 宣仁 開講年度： 2021 年度(令和 3 年度) 

実務経験の内容：土木技術者として官公庁の研究所にて

研究者として従事。上下水道に関連する施設の設備等に

携わる。 

アクティブ・ラーニングの形態： 該当なし 

ICT を活用したアクティブ・ラーニング： 該当なし 

工学科： 総合システム 学年： 3 開講期： 前期 コース： 都市環境（土木系） 

科目種別：必修  単位数：1  授業形態：講義 単位の種別： 履修 

授業計画の内容及び授業時間外学修の内容(時間) 授 業 概 要 
              「授業タイトル」 

第 １週 ガイダンス・水理学の基礎 

      [予習内容]：水理構造物について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ２週 単位系・水の性質 

      [予習内容]：水理学の単位系について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ３週 水の密度および単位体積重量 

      [予習内容]：密度、単位体積重量について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ４週 水圧・パスカルの原理について 

      [予習内容]：水の粘性について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ５週 水圧計・静水圧、水圧と全水圧 

      [予習内容]：表面張力について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ６週 平面に作用する静水圧１ 

      [予習内容]：静水圧について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ７週 平面に作用する静水圧２ 

      [予習内容]：静水圧 1 の内容について再復習すること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ８週 答案返却・解答・解説 

      [予習内容]：定期試験の問題を再復習すること（60 分） 

      [復習内容]：解答解説を理解し、間違えた問題ろ復習（30 分） 

第 ９週 曲面に作用する静水圧１（ラジアルゲート） 

      [予習内容]：水圧算定方法について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１０週 曲面に作用する静水圧２（テンダーゲート） 

      [予習内容]：水圧計算式について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１１週 浮体の安定１ 

      [予習内容]：浮体の安定について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１２週 浮体の安定２ 

      [予習内容]：浮体の安定１の内容を再復習すること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１３週 曲面に作用する全水圧 2 

      [予習内容]：水圧算定式（曲面）について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１４週 浮体の安定３（演習課題） 

      [予習内容]：アルキメデスの原理について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１５週 総復習（第 9 週～15 週） 

      [予習内容]：第 9 週～15 週で行った授業課題について再復    

習を行うこと（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分）  

 

定期試験 

中間：第 1 週～第 7 週に関する内容についての定期試験を実施 

期末：第 8 週～第 15 週に関する内容についての定期試験を実施 

（試験時間：50 分とする） 

■授業概要・方法等  

  建設構造物を設計･築造していく上で，水に関する力学を理解すること

が重要です。水理学Ⅰａでは，水の物理的な性質，単位系，静水の力学，

浮体の安定について学習します。 

建設現場での実務経験をもとに、上記の内容について解説します。 

■使用言語 

 日本語 

■学習・教育目標および到達目標 

 受講者は，この授業を履修することによって， 

１．（B-G1）水理学で用いる専門用語の意味を説明できる。 

２．（B-G1）水理学で用いる SI 単位を使いこなせる。 

３．（B-G1）表面張力・毛管現象・浮体安定の計算手順を示し求める。 

４．（B-G1）静水圧の計算手順を示し求める。 

ことができるようになります。 

この科目の履修は、本校総合システム工学科の定めるディプロマポリシー

Ｂの達成に関与しています。 

■試験・課題に対するフィードバック方法 

試験終了後に、模範解答と学生の試験開示を個々に行う。課題につい

は、授業中の課題は授業時間内に解答する。 

■教科書 岡二三生、白土博通、細田尚 監修、Ｆirst Stage シリーズ水理

学概論、実教出版、ISBN9784407339291 

■参考文献 玉井信行／有田正光共編 大学土木水理学 オーム社

ISBN9784274131103 

■関連科目 水理学 Ib、水理学 IIa, IIb、水理学演習 a,b             

河川環境工学 a，衛生工学 

■成績評価方法および基準 種類：定期試験(2 回），方式： 記述式 

  中間考査成績：定期試験(100%) 

  期末考査成績：定期試験（100%） 

  *最終成績：中間考査成績と期末考査成績の平均点とする。 

90 点以上「秀」ＧＰ「４」、80 点以上～90 点未満「優」ＧＰ「３」、70 点以上

～80 点未満「良」ＧＰ「２」、60 点以上～70 点未満「可」ＧＰ「１」、60 点未満

「不可」ＧＰ「０」とします。ただし、再試験に合格し 60 点以上あると認められ

る場合は、合格(素点)「可」ＧＰ「０」とします。 

■再試験の方式：記述式またはレポート課題を課す。 

中間・期末考査ともに評価点が 60 点未満の学生には再試験を実施す

る。再試験受験回数は原則 3 回までとし、再試験で合格点を取得した場

合、本科目の単位を認定する。なお各考査の評価点が 30 点未満の場合

は、別途、レポート課題を課す。レポート課題提出後に再試験の受験が可

能となる。また評価点が 50 点～59 点の学生は、レポート課題を課し、期

日までに提出し、レポート課題合格となった場合は単位を認定する。レポ

ート課題不合格もしくは未提出の場合は、別途記述式の再試験を受験し

合格点を取得後、単位認定とする。 

■授業時間外に必要な学修：準備学習(予習・復習等) 

日頃から、水の性質や流れの状態に興味を持っておく。左記に記載した

予習や復習を行い、配布プリントや教科書を読み直し、授業中に行った課

題について確認するための再計算を行い、授業内容について理解するこ

と。このような予習・復習を行うことにより、知識の定着化を図る。 

 10 月に「学修時間に関する調査」を実施します。 

■教員所在場所  

本館 2 階教務部 もしくは ４号館 1 階水理実験室 

■授業評価アンケート実施方法 

 10 月に Web にて授業アンケートを実施します。 

■メールアドレス  nyasui@ktc.ac.jp 

■オフィスアワー  月曜日（16:00～16:40） 

 
 



科目名： 水理学 Ib 

英文名： Hydraulics Ib 

担当者： 安井 宣仁 開講年度： 2021 年度(令和 3 年度) 

実務経験の内容：土木技術者として官公庁の研究所にて

研究者として従事。上下水道に関連する施設の設備等に

携わる。 

アクティブ・ラーニングの形態： 該当なし 

ICT を活用したアクティブ・ラーニング： 該当なし 

工学科： 総合システム 学年： 3 開講期： 後期 コース： 都市環境（土木系） 

科目種別：必修  単位数：1  授業形態： 講義 単位の種別： 履修 

授業計画の内容及び授業時間外学修の内容(時間) 授 業 概 要 
              「授業タイトル」 

第 １週 答案返却・解答、流速と流量１ 

      [予習内容]：流速と流量について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ２週 流速と流量２ 

      [予習内容]：流量の算定式を理解すること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ３週 定常流、非定常流 

      [予習内容]：定常流、非定常流について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ４週 等流、不等流 

      [予習内容]：等流、不等流について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ５週 層流、乱流、 

      [予習内容]：層流、乱流について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ６週 レイノルズ数 

      [予習内容]：レイノルズ数について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ７週 常流、射流 

      [予習内容]：常流、射流について調べること（60 分）） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ８週 答案返却・解答、流れの連続性 1 

      [予習内容]：連続の式について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ９週 流れの連続性 2 

      [予習内容]：連続の式を使った計算を理解すること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１０週 流れの連続性 3 

      [予習内容]：連続の式を使った計算を理解すること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１１週 ベルヌーイの定理１ 

      [予習内容]：各水頭について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１２週 ベルヌーイの定理２ 

      [予習内容]：ベルヌーイの定理について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１３週 ベルヌーイの定理 3 

      [予習内容]：ベルヌーイの定理計算式を理解すること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１４週 運動量の方程式１ 

      [予習内容]：運動量則について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１５週 運動量の方程式 2 

      [予習内容]：運動量の方程式の計算を理解すること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

 

定期試験 

中間：第 1 週～第 7 週に関する内容についての定期試験を実施 

期末：第 8 週～第 15 週に関する内容についての定期試験を実施 

（試験時間：50 分とする） 

■授業概要・方法等  

 建設構造物を設計･築造していく上で，水に関する動力学を理解すること

が重要です。水理学Ⅰb では，水の流れの特性，連続の式，運動量の定

理，エネルギー保存則，ベルヌーイの定理について学習します。 

建設現場での実務経験をもとに、上記の内容について解説します。 

■使用言語 

 日本語 

■学習・教育目標および到達目標 

 受講者は，この授業を履修することによって， 

１．（B-G1）水理学で用いるベルヌーイ式を使いこなせる。 

２．（B-G1）水理学の基礎的な問題に対して論理的な思考を展開すること

ができ問題の解決に取り組むこと 

ことができるようになります。 

この科目の履修は、本校総合システム工学科の定めるディプロマポリシー

Ｂの達成に関与しています。 

■試験・課題に対するフィードバック方法 

試験終了後に、模範解答と学生の試験開示を個々に行う。課題につい

は、授業中の課題は授業時間内に解答する。 

■教科書 岡二三生、白土博通、細田尚 監修、Ｆirst Stage シリーズ水理

学概論、実教出版、ISBN9784407339291 

■参考文献 玉井信行／有田正光共編 大学土木水理学 オーム社

ISBN9784274131103 

■関連科目 水理学 Ib、水理学 IIa, IIb、水理学演習 a,b             

河川環境工学 a，衛生工学 

■成績評価方法および基準 種類：定期試験(2 回），方式： 記述式 

  中間考査成績：定期試験(100%) 

  期末考査成績：定期試験（100%） 

  *最終成績：中間考査成績と期末考査成績の平均点とする。 

90 点以上「秀」ＧＰ「４」、80 点以上～90 点未満「優」ＧＰ「３」、70 点以上

～80 点未満「良」ＧＰ「２」、60 点以上～70 点未満「可」ＧＰ「１」、60 点未満

「不可」ＧＰ「０」とします。ただし、再試験に合格し 60 点以上あると認められ

る場合は、合格(素点)「可」ＧＰ「０」とします。 

■再試験の方式：記述式またはレポート課題を課す。 

中間・期末考査ともに評価点が 60 点未満の学生には再試験を実施す

る。再試験受験回数は原則 3 回までとし、再試験で合格点を取得した場

合、本科目の単位を認定する。なお各考査の評価点が 30 点未満の場合

は、別途、レポート課題を課す。レポート課題提出後に再試験の受験が可

能となる。また評価点が 50 点～59 点の学生は、レポート課題を課し、期

日までに提出し、レポート課題合格となった場合は単位を認定する。レポ

ート課題不合格もしくは未提出の場合は、別途記述式の再試験を受験し

合格点を取得後、単位認定とする。 

■授業時間外に必要な学修：準備学習(予習・復習等) 

日頃から、水の性質や流れの状態に興味を持っておく。左記に記載した

予習や復習を行い、配布プリントや教科書を読み直し、授業中に行った課

題について確認するための再計算を行い、授業内容について理解するこ

と。このような予習・復習を行うことにより、知識の定着化を図る。 

2 月に「学修時間に関する調査」を実施します。 

■教員所在場所  

本館 2 階教務部 もしくは ４号館 1 階水理実験室 

■授業評価アンケート実施方法 

2 月に Web にてアンケートを実施します。 

■メールアドレス  nyasui@ktc.ac.jp 

■オフィスアワー  月曜日（16:00～16:40） 

 
 



 

科目名： 建築史Ⅰ  

英文名： History of Architecture Ⅰ 

担当者： 田中和幸 開講年度： 202１年度(令和 3 年度) 

実務経験の内容：建築技術者として建築会社に勤務 
アクティブ・ラーニングの形態： 該当有り 

ICT を活用したアクティブ・ラーニング： 該当有り 

工学科： 総合システム 学年： 3 開講期： 後期     コース： 都市環境（建築系） 

科目種別： 選定 単位数： 1 授業形態： 講義 単位の種別： 履修 

授業計画の内容及び授業時間外学修の内容(時間) 授 業 概 要 
              「授業タイトル」 

第 １週 「ガイダンス」「古代オリエント・古代エジプト建築」 

      [予習内容]：世界史の流れについて調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ２週 「ギリシャ建築」 

      [予習内容]：古代ギリシャ史について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ３週 「ローマ建築」 

      [予習内容]：古代ローマ史について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ４週 「初期キリスト教建築」「ビザンチン建築」 

      [予習内容]：キリスト教の誕生について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ５週 「ロマネスク建築」 

      [予習内容]：中世のキリスト教について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ６週 「ゴシック建築」 

      [予習内容]：中世の西洋史について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ７週 「ルネサンス建築」 

      [予習内容]：近世の西洋史について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ８週 「答案返却・解説」「バロック建築」 

      [予習内容]：宗教改革について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ９週 「新古典主義建築」「歴史主義建築」 

      [予習内容]：18～19 世紀の西洋史について調べること（60  

      分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１０週 「西洋近代建築／産業革命以後」 

      [予習内容]：産業革命について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１１週 「西洋近代建築／アールヌーボー」 

      [予習内容]：西洋近代の芸術運動について調べること（60 

      分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１２週 「西洋近代建築／ゼツェッシオン・ドイツ表現主義」 

      [予習内容]：西洋の近代史について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１３週 「西洋近代建築／アールデコ」 

      [予習内容]：欧米の近代史について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１４週 「西洋近代建築の三巨匠」 

      [予習内容]：欧米の近代史について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１５週 「世界文化遺産」 

      [予習内容]：世界遺産について調べること（60 分） 

      [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

定期試験 

中間：第 1 週～第 7 週に関する内容についての定期試験を実施 

期末：第 8 週～第 15 週に関する内容についての定期試験を実施 

（試験時間 50 分） 

 

■授業概要・方法等  

西洋における建築の歴史について学習します。スライドを多用し視覚的に

理解できるように授業を進めていきます。そのなかでも重要な建物につい

ては資料を配布し理解度を深めてもらいます。実務経験をもとに、上記の

内容について解説します。  

 

■使用言語 

日本語 

  

■学習・教育目標および到達目標 

受講者は、この授業を履修することによって、 

1.(B-G1)(B-1)西洋建築様式の基礎的知識を理解する。 

2.(C-G1)(C-1)建築様式の発想・思想的背景の理解により西洋文化を相

互理解する。 

ことができるようになります。 

この科目の履修は、本校総合システム工学科の定めるディプロマポリシー

Ｂの達成に関与しています。 

 

■試験・課題に対するフィードバック方法 

試験終了後に模範解答と学生の試験開示を個々に行う。 

 

■教科書  

『図説 建築の歴史』、編著：西田雅嗣・矢ヶ崎善太郎、学芸出版社、

ISBN978-4-7615-3207-9。 

 

■参考文献  

『西洋建築史図集』、編者 日本建築学会、彰国社、ISBN978-

4395000210。 

『近代建築史図集』、編者 日本建築学会、彰国社、 

ISBN978-4395000227。 

 

■関連科目  

建築史Ⅱ、建築計画・デザイン、住宅計画、建築設計製図Ⅰ・Ⅱ 

 

■成績評価方法および基準 種類：定期試験(2 回）、方式：記述式 

中間考査成績：定期試験(100%)、 期末考査成績：定期試験（100%） 

 最終成績：中間考査成績と期末考査成績の平均点とする。 

 90 点以上「秀」ＧＰ「４」、80 点以上～90 点未満「優」ＧＰ「３」、70 点以上

～80 点未満「良」ＧＰ「２」、60 点以上～70 点未満「可」ＧＰ「１」、60 点未満

「不可」ＧＰ「０」とします。ただし、再試験に合格し 60 点以上あると認められ

る場合は、合格(素点)「可」ＧＰ「０」とします。 

 

■授業時間外に必要な学修：準備学習(予習・復習等) 

日頃から、世界史や文化財に興味を持ち、現地へ実際の建物を見にいく

ことで学修した内容が一層深まるものと言える。そして、建物が長い間建ち

続けている理由を理解し、現代建築の設計へ活かすことができる。 

２月に「学修時間に関する調査」を実施します。 

■教員所在場所 本館２階地域連携テクノセンター 

■授業評価アンケート実施方法  

２月に Web にてアンケートを実施します。 

■メールアドレス tanaka@ktc.ac.jp 

■オフィスアワー 月曜日の 12：15～13：00 

 



 

科目名： 造形デザイン演習Ⅰ  

英文名： Seminar in Formative Design Ⅰ 

担当者： 田中和幸 開講年度： 202１年度(令和 3 年度) 

実務経験の内容：建築技術者として建築会社に勤務 
アクティブ・ラーニングの形態： 該当有り 

ICT を活用したアクティブ・ラーニング： 該当有り 

工学科： 総合システム 学年： 3 開講期： 前期     コース： 都市環境（建築系） 

科目種別： 選定 単位数： 1 授業形態： 講義・実習 単位の種別： 履修 

授業計画の内容及び授業時間外学修の内容(時間) 授 業 概 要 
              「授業タイトル」 

第 １週 ガイダンス、デッサンとスケッチ 

 [予習内容]：デッサンとスケッチの方法について調べること（60 分） 

 [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ２週 デッサンの基本、鉛筆デッサン、グッズ  

 [予習内容]：鉛筆デッサンの方法について調べること（60 分） 

 [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ３週 点・線・面による構成 1 

 [予習内容]：点・線・面による構成について調べること（60 分） 

 [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ４週 点・線・面による構成 2      

 [予習内容]：点・線・面による構成について調べること（60 分） 

 [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ５週 空間理論、レンダリング（3 次元表現）1 

 [予習内容]：レンダリングの方法について調べること（60 分） 

 [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ６週 空間理論、レンダリング（3 次元表現）2 

 [予習内容]：レンダリングの方法について調べること（60 分） 

 [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ７週 空間理論、レンダリング（3 次元表現）3 

 [予習内容]：レンダリングの方法について調べること（60 分） 

 [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ８週 ここまでの造形デザインについて総復習。課題作品の総評。 

 [予習内容]：第１週から第７週で学習したことについて調べる（60 分） 

 [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第 ９週 静物デッサンのテクニック（キャンパス屋内スケッチ）1  

 [予習内容]：静物デッサンの方法について調べること（60 分） 

 [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１０週 静物デッサンのテクニック（キャンパス屋内スケッチ）2 

 [予習内容]：静物デッサンの方法について調べること（6０分） 

 [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（3０分） 

第１１週 静物デッサンのテクニック（キャンパス屋内スケッチ）3 

 [予習内容]：静物デッサンの方法について調べること（60 分） 

 [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１２週 建築デッサンのテクニック（キャンパス屋外スケッチ）1  

 [予習内容]：建築デッサンの方法について調べること（60 分） 

 [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１３週 建築デッサンのテクニック（キャンパス屋外スケッチ）2 

 [予習内容]：建築デッサンの方法について調べること（60 分） 

 [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１４週 建築デッサンのテクニック（キャンパス屋外スケッチ）3  

[予習内容]：建築デッサンの方法について調べること（60 分） 

 [復習内容]：授業内容を復習し、理解すること（30 分） 

第１５週 総復習、課題作品総評、総括 

 [予習内容]：第９週から第１４週で学習したことについて読み直し、理         

解が不十分な個所を抽出する（６０分） 

 

 

■授業概要・方法等  

建築の意匠設計に必要な造形デザインの基本的な技術と知識を教授し、

造形表現のテクニックを習得させます。 

 

■使用言語 

日本語 

  

■学習・教育目標および到達目標 

 受講者は、この授業を履修することによって、 

1.（B-G2）デッサンとスケッチによる基本的造形表現技術を習得する。 

2.（B-G2）点・線・面による構成の基本的造形表現技術を習得する。 

3.（B-G2）自らイメージする建築物や造形物をプレゼンテーションする。 

ことができるようになります。 

この科目の履修は、本校総合システム工学科の定めるディプロマポリシー

B の達成に関与しています。 

 

■試験・課題に対するフィードバック方法 

課題終了後に、学生の発表と公表を個々に行います。 

課題については授業時間内に解説します。 

 

■教科書  

『初めての建築設計ステップバイステップ』（彰国社）SBN978-4-395-

24121-7 

 

■参考文献  

『建築のかたちと空間をデザインする』（彰国社）ISBN：978-4395050796 他 

 

■関連科目  

造形デザイン演習Ⅱ、建築計画・デザイン演習、建築設計製図Ⅰ・Ⅱ 

 

■成績評価方法および基準 

種類： 課題作品提出 

定期考査成績：提出された作品(100%)により評価します。 

最終成績：定期考査成績の平均点とします。  

90 点以上「秀」ＧＰ「４」、80 点以上～90 点未満「優」ＧＰ「３」、70 点以上～

80 点未満「良」ＧＰ「２」、60 点以上～70 点未満「可」ＧＰ「１」、60 点未満

「不可」ＧＰ「０」とします。ただし、再試験に合格し 60 点以上あると認められ

る場合は、合格(素点)「可」ＧＰ「０」とします。 

 

■授業時間外に必要な学修：準備学習(予習・復習等) 

授業で習ったことを身近な事例へ適用･応用し、その理解を深めます。 

2 月に「学修時間に関する調査」を実施します。 

 

■教員所在場所  

本館 2 階地域連携テクノセンター 

 

■授業評価アンケート実施方法 

2 月に Web にてアンケートを実施します。 

 

■メールアドレス tanaka@ktc.ac.jp 

■オフィスアワー 月曜日の 12：15～13：00 

 


